


















50 永遠の真理　2016 年 10 月

　

エルサレムを出発して家路に着くとき、ヨセフとマリヤはイエスさまが、
後にとどまっておられることに気づいていませんでした。彼らはイエスさ
まが、自分たちの友だちのだれかと一緒にいるのだろうと思っていました。
しかし、夜、野営をするために止まると、彼らはこのお方の助けの手が
ないことに気がつきました。彼らは人々の群れの中をくまなく探しました
が、むだでした。
ヨセフとマリヤは非常に恐れました。彼らはこのお方が幼い時、ヘロデ
がどのようにイエスさまを殺そうとしたかを覚えていました。そして彼らは
何か悪いことがこのお方の身に降りかかったのではないかと恐れました。
悲痛な思いで彼らは急いでエルサレムに戻りました。しかし、彼らがこ
のお方を見つけたのは、ようやく三日目になってからでした。
このお方を再び見たとき、彼らの喜びは大きいものでした。しかし、マ
リヤは自分たちから離れたこのお方が悪いと思って、「どうしてこんな事を
してくれたのです。ごらんなさい、おとう様もわたしも心配して、あなた
を捜していたのです」と言いました。

「どうしてお捜しに
なったのですか」と、イ
エスさまはお答えにな
りました。「わたしが自
分の父の家にいるはず
のことを、ご存じなかっ
たのですか」（ルカ2:49, 
50）
イエスさまはこれらの
言葉を語りながら、上
を指さされました。この

お方の顔には光が輝き、彼らは驚きました。イエスさまはご自分が神の御
子であられること、また御父がご自分におさせになるためにこの世につか
わされた働きを、ご自分がしておられることをご存じでした。
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